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第１図は、「だいち２号」の SAR 干渉解析結果である。 

2017 年9 月までの(a)、(b)では、火砕丘周辺で収縮と思われる衛星から遠ざかる変動が見られ、火

砕丘周辺には非干渉領域が見られる。2017 年9 月以降の(c)では、火砕丘周辺、その西及び南西の沿岸

で収縮と思われる衛星から遠ざかる変動が見られる。 

 第2-1図は、2018年１月17日に測量用航空機「くにかぜⅢ」により撮影した空中写真から作成した正

射画像に、2016年12月20日時点の海岸線を重ね合わせた画像、第2-2図は、2016年12月20日及び2018

年1月17日の西之島の火口を中心とする地形断面を比較した図である。第2-3図は、平成30年１月17日

時点の数値標高モデル（DEM）を使用した地形を表現し、平成28年12月20日時点のDEMと比較して高い

場所を赤に、低い場所を青に着色し、重ねたものである。また、2時点の海岸線も表している。第2-4

表は、空中写真に基づくこれまでの計測結果を比較した表である。解析した最新の計測結果は、面積2

.95 平方キロメートル、最高標高160 メートル、体積9,992 万立方メートルであった。（数値はいず

れも参考値） 
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第１図 「だいち２号」PALSAR-2 による西之島の解析結果  

Fig.1  (Ascending and/or Descending) SAR Interferogram of ALOS-2 PALSAR-2. 
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第2-1図  西之島の正射画像  

Fig.2-1 Orthophoto of Nishinoshima Volcano. 
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第2-2図 西之島の火口を中心とする断面図（地形比較）  

Fig.2-2 Cross-section centered on the crater of Nishinoshima Volcano on December 2016 and January 2018. 
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第2-3図 西之島の地形変化図 

Fig.2-3 Topographic Change map of Nishinoshima Volcano. 
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第2-4図 空中写真に基づく西之島の地形変化に関する計測結果 

Fig.2-4 Measurement results of topographic change using aerial photographs of Nishinoshima Volcano. 
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